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are, Social Work, Social Security, social Se-





2. 国際連合の報告書、 「Training for Sacial Work:An 
工nternational Survey, U. N. Department of So cー
-5一
i a 1 Affairs , No : 1 9 5 o • IV • Il ）は、諸国Kなける Socia.l 
Wor k の教育訓練の実状K関する調査の報告書であるヨうえその最初K、

















あるからである。とれまでも、 social Work, Social Welfa.-
re, Social Service等の言葉は、それほど明確K区別された意
味をもって用いられて来たのでは念い。
概括的なととをいえば、とれまでSocial Work という言葉は、 So-




しかも Social Worke r と Clien七（依頼者）との一対ーの活動、
いわゆる Casewor kの活動をさす言葉であった。そして、そのよう念
Socia工 Workが SocialWe工fare を達する重要念、あるい
は唯一の活動であると考えられて来たのである。そとではSocial Wo-
r k と Social Welfar e との聞には格別の区別はなかったようで
ある。しかし今日では後K述べるように、いわゆる Welfare Prog-




そのよう念新しい事態の展縄は、アメリカにないて 19 3 0年代以降K
始まるが、とくにとの変化を決定的にしたものは、 Social Welfare 





七ary念 Oasewor kの活動を主として来た Soci a工 Work (er) 
の独占的活動範囲の中K連邦政府が進出するように念ったのである。いわ
ゆる国家の、櫨l庄取としての進出展開が、との時期より明確と左れぞれ
K伴い Social Workの歴史は大き念変化をとうむる ζとと念った
のである。







1. Se 1 igma nの Encyclopedia Of Social Sciences 




認をうけるようK在ったのは、 18 6 0年代κ遡る（後述）という。す念
わち、 Soci a工 Wor k とよばれる活動は、その名称はしばらくかき、
実質的Kは18 6 0年代K始まるものであり、 Kleinがとの項目を書
いた頃（ 1 9 3 4年） 1:は、多方面Kわたりその活動が主？と念われてなり、
とれを、一定の型Kはまった定義Uてをしとめる ζ とが出来ない状態vc~ っ
ていたのである。それ故K、Klein も、当時の定義の若干をあげてい
るが、それらが多〈、 Social Work とよばれる活動を列挙するKと
どまっているととを示している。後述のよう 11:1930年代は、 Social 
Work C歴史K沿いても重要念発展がみられた時代であ古た。
2. 一般1: Social Work の起源は、 19世紀の後半西ヨーロッパ
の若干の地1:~＇ ζ ラた自発的活動に求められる（例えば、 1 7 8 8年 Ha-
mburg k起源をもち、のちに 18 5 2年KElb白rfeldKないて形
(2) 
をととのえた Hamburg- E工berfeld Syste m。） が、後世
の活動K大き念影響を与えたものとしては、 18 6 9年の Londonl'Cか







Lべ The Society for the Organizing Charitable 
Re l i e f and Rep re s s in g Mend i c i t y. とよばれたが、
1 8 7 4年上述のように Charitable Organization Soci-
etyと改称された）。
cos.は中央K委員会 center committe aをbき、地区委員会




救済を case by caseの事例検討を経た上でま？ζ左う仕組と念って
いた（その活動の具体的状況については ζとでは省略したい）。
London k発生した OOSは、まもなくアメリカ合衆国K移植された。
1 8 7 7年、アメリカl'C:Jo・ける最初の cOS.カミ Buffalok創立され




cos.と並んで 18 8 0年代から 19 0 0年代にかけて関連の領域にみ
られる重要念出来事は、セツルメント運動と、各州K:l>-いて組織された公
的補止機関 State Welfare Organizationである。
(a) セツルメント運動も、 cos.と同じく Londo n よb移入された
ものである。 18 8 4年 Henry Toynbee Kより Londo nの
West-End k樹ナられた Toynbee Ha工lite発するとの運動は、
たYちにアメリつりに影響を与え、 18 8 6年にはアメリカ最初のセツルメ
ントがニューヨーク市に設けられた。 18 8 9年Kは、その後との運動
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のいわば中心と念った Hul工 Hauseがシカゴの地t1L Jane Adー
dam日なよび Ellen Gates Sta nの手Kより婦かれた。
（ゆ州福祉機関の設立は、 18 6 3年のマサチューセッツ州をきョかけ







り、 social Worke rという職種の社会的地位も次第K向上するよ
うに在った。 Social Worker の教育も、最初は夏期講習という
短期のものであったが、やがて一年コースのプログラムをもった教育施





との提携が深まるにつれ、自己を Profe日Sio n として位置づけよ
うとする欲求が次第K高まっていったのである。
すでl'L1902年 National Conference of Char i七1ー
e日 and Co r rec ti o n にかいて、 「Social Workの仕事に
科学の時代が到来するのであろう」ととが予感されていたのである治主
それから約20年近〈たラた 19 2 1年には、 「さいは投ぜられている。





盟、とくに彼女の著書「Social Diagnosi s」の出版（ 1 9 1 7 
年）が、との領域の Professionalization kはたした役割




諸科学、とく K心理学との結びつきは、 Social Wor k の仕事を、
個人のWelfare k焦点を会いたものにする陀あずかつて力があった。
心理学は、 ζれまでも Case Workを中心Kすすめられて来た So-
cial Workの仕事に対する強力念科学的基礎づけを辛子となうととに
在ったのである。
3. 以上のように、職域の確立、一世的承認の獲得、職能団体の結成（ 1 
9 1 0年代の末から 19 2 0年代にかけ各種の連合組畿が設立された）、
教育機閣の整備、活動の科学的基礎づけ、等のプロセスを着実K進むこと
κより Social Workは Profession への道を歩んで来たので
ある。
2 0世紀の初頭、アメリカの医学教育の改革を促がす画期的報告書を書




Social Wor k の Profession 性が再び論ぜられるように
左ったのは、 30年後の 19 5 2年 Greenwood(ICよってであり、彼
により好意的肯定的議論が閣かれるようになったのであるカミ Fle玄ner 
と Greenwood とをへだてる 30年余の間K、Social Workを





第 2 Social Welfare と Social Work 
1. エューディール立法の一つである 19 3 5年の社会保障法 Social 
Security Act の制定は、現代の Social Wor k の役割老考え
るに際し、きわめて重要在意義をもつものであった。
すでK第一次大戦前のいわゆる Progressive Er aとよばれる時
期に（ 1 9 0 0～1 9 2 0年代）、アメリカ社会には、 Welfareの達



























らは、 Welfareの責任はもはや Social Workのもので念〈国
家にあるとする考えが勝を制したからである。















以上のよう念内外の諸事情は、 Social Work VC:新しいパースペク
ティブを与えるととになョた。すなわち、国家の補止政策の具体的実施担
当者という新しい地位をそれはま獲得するζとに念ったのである－－ Soc i-




1. 以上、ニュー・ディール期κ至るまでの、アメリヵκ公ける Social 
Work の生成のあとを概観して来た。国家による福祉政策の実施は、so-
cial Welfare の構造機能に大きな変化を生ぜしめたとともU亡、従
来その実施の実際を推進せしめて来た Social Work k大き念変化
をもたらすようK念ョた。もはや、 Volun七ary age n c i es ( Pr-
ivate agencie s私的施設）のとの分野U亡診ける地位と機能とは昔
日とは全〈異なるものと念らざるをえ左い。 social Wor k の仕事は、













2. そのよう念状況を促進せしめたもうひとつの要因として、 19 4 1年








Social Workの訓練教育のI句題である。 social Wor bに対す
る国家社会の要求が高まるκつれて、訓練された Soc ial Workerの
欠乏がしばしば痛感されて来た。組織的訓練計画の欠乏、必要左人員獲得
の不足、 ζれらの問題が機後の Socia工 Workの世界で問題κされた
重要課題であった。連邦政府も 19 5 6年 National Security 
Ac tを改正して、州レベルに会ける Social Work の訓練K援助
を与える態度を明確にしている。 Social Workの訓練基準を向上せ








(t) 行政組織の官僚制（ Bureaucracy）と Social Workの
Profession 性との葛藤Kついて。組織の官僚制の問題は、従来
も Welfare Agence （公的・私的）の中に存在した問題である
が、今日ではそれが行政組織の官僚制との高藤という拡大された形で登
場するκ至ョたとと。しかしとれは広〈、現代の各種組織κなける Bu-
reaucrac y と Profe目白i0 n の問題の一事例であるとみられる。
(2) 公的念樹止政策の強力な推進は、私的念ベースで進められて来た、
social Work との聞に、理論上実務上さまざまのお藤を生じてい




従来の Social Work はそれ念りに大局的な見通しをいだきつつ
その仕事κあたり、大筋lC~いて樹止政策の形成者という地位を得てい
たと思われる。しかし新しい事態は、そのよう念大局的視野を Soci-
a 1 Wor k から奪わしめている。活動はより個人的念ものκ~ るなそ
れがある。そのζとは福祉政策全体にとりどのよう念反響をよぷである
うか。










新しく Welfare Program の実施を開始し、それK伴い新しい職種




































うK考え（ role defini t工on ）、どのようκその活動を方向づけ


















































rkの伝統が念いだけκ、問題はよ b dramatic ~形で提起されている
とみられる。
アメリカVL$＂－ける Social Workが Welfare政策の中κ自己の
位置を明確Kしたときに、より確固たる発展の基礎を得たという歴史は、わ
が国の補止担当者κとっても大いに参照されるべきであると思われる。わが
国でも Social Workの Profession 化の問題がようやく日程
に上って来ている。なそら〈今日はそのもっとも必要左時期であろうと思わ
れる。その Profesaio n 性を現在の状況の中でどのように確保するか
は、あるいは国の樹止政策の将来を左右する問題であるかも知れ念い。
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